
 

Plant Cell and Developmental Biology         生体分子生合成  

Ⅰ 分裂準備帯の形成機構と機能の解析  

Analyses of development and function of preprophase bands 
 

峰雪芳宣・山内大輔・中井朋則 
Mineyuki, Y., Yamauchi, D., Nakai, T.  

分裂準備帯(preprophase band)は、高等植物体細胞分裂の分裂面挿入位置決定に関与する微小管で

できた装置である。この装置は G2 期に出現し、前期に完成するが核膜崩壊前後に消失する。しかし、こ

の装置が存在した位置になんらかの位置情報が残され、細胞分裂の最後で、確実に細胞板はこの位置に向

かって伸長する。我々は、どのようにして微小管が将来の分裂面の位置に分裂準備帯として並ぶのか、分

裂準備帯が消失した後に残るメモリーは何か、また、そのメモリーの蓄積機構は何か、を明らかにするこ

とを目的として研究を行っている。今年度は、分裂準備帯におけるメモリー分子候補 RanGAP と微小管との

関連について解析を行った。 
 
  

Ⅱ 植物の細胞分裂と細胞質分裂に関与するナノマシンの解析  

Analyses of nano-machines involved in plant cell division and cytokinesis 

峰雪芳宣・山内大輔・中井朋則 
Mineyuki, Y., Yamauchi, D., Nakai, T.  

生命体を構成する生体分子は集合してナノマシン、あるいはより高次なナノシステムを形成し生命活動

を行っている。植物の細胞質分裂に関与する微小管・アクチン繊維・膜系からなるナノマシン・ナノシス

テムの構築と制御機構を様々な顕微鏡を使って解析している。特に、国内外の幾つかの研究室と共同で、

加圧凍結・2 軸電子線トモグラフィー法を使ったナノマシンの～7nm レベルでの解析を行っている。その

結果アクチン繊維が２本の微小管の束化に関与している過程が明らかになった。また、中心体なしで微小

管の構築が行われる植物独特の微小管構築機構を明らかにするために、陸上植物のγチューブリンの構造

について検討した。 
 
 

Ⅲ 種子内部構造の X 線 CT による解析  

Analysis of internal structure of seeds using X-ray computed tomography 

山内大輔・峰雪芳宣 
Yamauchi, D., Mineyuki, Y. 

種子は乾燥していて休眠状態にあり、吸水するとその中の胚は生命活動を再開して発芽する。その過程

に起こる種子中での構造変化を観察する時に、種皮が種子の周りを覆っており、支障となっている。しか

 



 

し、X 線 CT 技術を用いれば、固定や切片作製をしなくても種子内部構造を観察可能である。SPring-8
の BL20B2 および BL20XU で X 線 CT 撮影を行い、細胞の並びと細胞間隙の発達を調べた。また、

吸水種子の観察方法についても検討を行った。  

Ⅳ 種子発芽時における遺伝子発現機構の解析  

Analysis of gene expression during seed germination 
 

山内大輔・中井朋則  
Yamauchi, D., Nakai, T. 

種子貯蔵物質は、発芽時に分解され、芽や根の成長に利用される。この分解に関わる加水分解酵素の遺

伝子発現は、植物ホルモンであるジベレリンに誘導される。イネ種子プロテアーゼ遺伝子のジベレリン応

答発現に関わる転写因子の複合体形成について解析を進めた。 
 
 

Ⅴ シダの前葉体における造精器形成機構の解析 

Analysis of formation of antheridium in prothallia of fern 
 

山内大輔・峰雪芳宣  
Yamauchi, D., Mineyuki,Y. 

シダの前葉体における造精器形成の誘導が、カニクサではジベレリンによって行われていることがよく

知られているが、その機構についてはよくわかっていない。そこで、カニクサよりジベレリン受容体やそ

の結合タンパク質である DELLA タンパク質をコードした cDNA を単離し、それらの機能を解析した。

それと並行して、ジベレリンがなくても造精器を形成する突然変異体を得て、その解析を進めた。 
 
 

Ⅵ 細菌由来セルロースの合成機構 

Mechanism of cellulose production from bacteria 
 

中井朋則・峰雪芳宣  
Nakai, T., Mineyuki, Y. 

酢酸菌 Gluconacetobacter xylinus が生産するセルロースは、他の細菌が合成するセルロースと比較し

て、高等植物のセルロースと結晶構造が近く、その合成機構の解明は植物由来セルロースの合成機構の解

明にも直結している。特に、セルロース分解酵素であるセルラーゼが植物でも細菌でもセルロースの合成

に深く関与していることが知られている。このセルラーゼの機能を調べるにあたり、セルラーゼ遺伝子破

壊株の合成するフィブリルの形態を観察する必要がある。野生株の合成するセルロースフィブリルについ

て、クライオ電子顕微鏡観察から得られたトモグラムを用いて、セルロースフィブリルの構造解析を進め

た。 
 

 



 

 

Ⅶ 微細形態科学研究装置共同利用ネットワーク運用 

Service as a member of Network for Collaborative Use of Microscopy (CUMNET) 
 

峰雪芳宣・中井朋則 
Mineyuki, Y., Nakai, T. 

認定 NPO 法人綜合画像研究支援が運営する微細形態科学研究装置共同利用ネットワーク（Network for 
Collaborative Use of Microscopy (CUMNET)）に、兵庫県立大学理学部書写生物イメージング室の名称で

参加し、当研究室の GLIM 顕微鏡や電子顕微鏡関連装置を使った共同利用サービスを行った。 
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